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安
定
的
な
加
入
が

安
定
的
な
加
入
が

継
続
継
続

　
２
０
０
２
年
に
入
る
と
、

単
独
の
県
で
実
施
す
る
共
済

事
業
と
し
て
１
０
０
万
件
の

実
績
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
11

年
、
生
命
共
済
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
再
構
築
し
、
現
在
の
主

要
共
済
で
あ
る
「
県
民
共
済

活
き
生
き
」
シ
リ
ー
ズ
を
発

売
し
て
商
品
戦
略
を
転
換
。

そ
の
間
、
現
在
の
桜
木
町
駅

前
エ
リ
ア
に
拠
点
を
移
設

し
、
19
年
に
は
「
県
民
共
済

か
が
や
き
」
を
主
な
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
に
加
え
て
い
る
。

　
理
事
長
の
手
島
康
博
氏

は
、
「
毎
年
、
長
期
に
わ
た

る
加
入
制
度
が
契
約
の
終
期

を
順
次
迎
え
る
中
、
コ
ン
ス

タ
ン
ト
な
新
規
契
約
も
あ

り
、
現
在
の
保
有
件
数
は
１

０
７
・
５
万
件
（
22
年
３
月

現
在
）
あ
る
。
最
近
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
加
入
が

増
加
し
、
新
規
契
約
の
約
５

割
を
占
め
る
。
全
体
の
年
齢

構
成
と
し
て
は
40
代
の
加
入

者
層
が
最
も
多
く
、
特
約
の

付
加
率
も
半
数
以
上
と
高

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
主
な
共
済
の
仕
組
み
は
、

共
済
期
間
１
年
で
自
動
更

新
、
共
済
の
終
了
年
齢
は
共

済
の
種
類
で
異
な
る
。
掛
金

は
一
律
で
、
年
齢
の
グ
ル
ー

プ
（
保
障
年
齢
層
）
ご
と
に

給
付
金
額
を
設
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
年
度
末
決
算
に

よ
る
剰
余
金
は
、
全
共
済
契

約
に
対
し
同
率
の
利
用
分
量

割
戻
金
と
し
て
返
戻
す
る
。

契
約
は
告
知
書
扱
い
で
、
高

血
圧
と
脂
質
異
常
症
の
場
合

は
、
別
の
専
用
告
知
書
に
よ

り
契
約
が
可
能
。

　
例
え
ば
、
主
要
な
共
済
で

あ
る
「
県
民
共
済
か
が
や
き

４
０
０
０
」
の
月
額
掛
金
は

４
０
０
０
円
、
加
入
年
齢
は

65
歳
ま
で
、
契
約
の
終
了
時

期
は
85
歳
。
手
ご
ろ
な
掛
金

に
よ
る
入
院
時
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
、
基
本
保
障
と
位

置
付
け
る
入
院
・
手
術
・
死

亡
保
障
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て

お
り
、
ほ
か
に
月
額
掛
金
２

０
０
０
円
の
コ
ー
ス
も
あ

る
。

　「
県
民
共
済
か
が
や
き
４

０
０
０
」
の
保
障
例
と
し
て

は
（
18
歳
～
60
歳
の
場

合
）
、
入
院
給
付
金
日
額
１

万
７
０
０
０
円
、
手
術
給
付

金
は
最
高
10
万
円
、
先
進
医

療
給
付
金
は
５
０
０
万
円
限

度
、
病
気
死
亡
５
０
０
万
円

・
事
故
死
亡
１
０
０
０
万

円
。
ま
た
同
様
の
仕
組
み
で

75
歳
ま
で
加
入
で
き
、
入
通

院
・
手
術
・
先
進
医
療
・
障

害
か
ら
死
亡
に
至
る
ま
で
総

合
保
障
タ
イ
プ
の
「
県
民
共

済
活
き
生
き
３
０
０
０
・
１

５
０
０
」
が
あ
る
。
オ
プ
シ

ョ
ン
と
し
て
は
、
「
三
大
疾

病
特
約
」
や
「
女
性
医
療
特

約
」
「
入
院
特
約
」
「
生
命

特
約
」
が
あ
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
向
け
の

「
県
民
共
済
活
き
生
き
新
こ

ど
も
」
は
、
月
額
掛
金
１
０

０
０
円
で
11
種
類
の
保
障
に

よ
り
安
心
を
提
供
す
る
。
主

な
保
障
例
と
し
て
は
、
入
院

給
付
金
日
額
６
０
０
０
円
、

手
術
給
付
金
が
最
高
30
万

円
、
事
故
通
院
日
額
３
０
０

０
円
、
先
進
医
療
給
付
金
３

０
０
万
円
限
度
、
病
気
死
亡

３
０
０
万
円
、
難
病
介
護
給

付
金
２
０
０
万
円
の
ほ
か
、

親
権
者
死
亡
時
の
給
付
や
賠

償
事
故
給
付
な
ど
が
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
組
合
員

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
組
合
員

向
け
取
り
組
み
も

向
け
取
り
組
み
も

　
同
会
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

向
け
、
ま
た
、
組
合
員
に
向

け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
て
は
、

子
供
医
療
セ
ン
タ
ー
や
養
護

学
校
の
ほ
か
養
護
施
設
の
学

習
施
設
や
高
等
学
校
の
文
化

部
活
動
な
ど
の
支
援
の
た

め
、
毎
年
の
寄
附
活
動
に
よ

り
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
や

福
祉
の
推
進
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
神
奈
川
県
に
よ
る
乳

幼
児
を
対
象
と
し
た
「
親
子

ふ
れ
あ
い
体
操
」
に
協
賛

し
、
市
町
村
が
行
う
乳
幼
児

健
診
の
際
に
リ
ー
レ
ッ
ト
を

配
布
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
専
門
の
医
師

に
よ
る
医
療
知
識
の
向
上
や

病
気
予
防
を
志
向
す
る
健
康

医
療
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー
を
毎

月
開
講
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
新
入
学
・
新
入

園
児
を
対
象
に
、
交
通
ル
ー

ル
の
基
礎
を
楽
し
く
学
ぶ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
神
奈
川
県

警
の
後
援
に
よ
る
「
交
通
安

全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
毎

年
４
月
に
開
催
し
て
い
る
。

　
組
合
員
と
の
つ
な
が
り
や

絆
を
強
化
す
る
取
り
組
み
で

は
、
神
奈
川
県
な
ど
の
後
援

の
下
、
小
学
生
以
下
の
子
ど

も
た
ち
が
夏
休
み
に
描
く
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
を
30
年
に
わ

た
り
開
催
。
感
性
豊
か
な
多

数
の
作
品
が
毎
年
寄
せ
ら
れ

る
。

　
ま
た
、
子
育
て
を
応
援
す

る
〝
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

楽
し
み
な
が
ら
学
び
創
る
〟

親
子
講
座
を
休
日
に
開
講
。

今
春
は
地
域
の
大
学
と
連
携

し
、
大
学
生
を
講
師
と
し
て

小
学
生
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
実
施
す
る
。

　
文
化
活
動
を
支
援
す
る
取

り
組
み
で
は
、
神
奈
川
県
高

等
学
校
文
化
連
盟
が
主
催
す

る
軽
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
に
協

賛
。
各
校
選
抜
バ
ン
ド
の
演

奏
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
、
交
流

の
場
と
し
て
も
盛
大
だ
。

　
一
方
、
シ
ニ
ア
を
意
識
し

た
取
り
組
み
に
も
注
力
。
著

名
人
や
専
門
家
を
講
師
に
招

き
、
明
る
く
健
康
な
生
活
や

人
生
の
謳
歌
を
テ
ー
マ
に

「
い
き
い
き
健
康
講
演
会
」

を
開
催
し
て
お
り
、
「
身
近

な
距
離
感
で
聴
講
で
き
る
」

と
、
高
齢
者
に
人
気
の
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
神
奈
川
県
が
推
進
す
る

取
り
組
み
“
共
生
共
創
事
業

「
マ
グ
ネ
ッ
ト
・
カ
ル
チ
ャ

ー
」
”
に
お
い
て
、
舞
台
や

コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
に
協
力

し
、
高
齢
者
が
魅
力
あ
る
芸

術
活
動
に
触
れ
る
機
会
を
提

供
し
て
い
る
（
現
在
、
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
の
一
部
は
自
粛
し
て

い
る
）
。

「
マ
イ
ペ
ー
ジ
」登

「
マ
イ
ペ
ー
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」登
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新
た
な
取
り
組
み
も
進
ん

で
い
る
。
21
年
11
月
に
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
共
済
相
談
を
開

始
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
前
日

ま
で
予
約
で
き
、
共
済
に
関

す
る
個
別
の
相
談
か
ら
手
続

き
ま
で
、
職
員
が
直
接
対
応

す
る
。
ま
た
、
「
マ
イ
ペ
ー

ジ
」
の
登
録
者
数
が
10
万
人

を
突
破
し
、
追
加
加
入
や
内

容
変
更
は
じ
め
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
手
続
き
の
利
用
者
が
増

え
て
い
る
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ル
マ
ガ
を

活
用
し
、
掛
金
の
振
替
や
共

済
関
連
の
お
知
ら
せ
、
組
合

員
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
発

信
も
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
組
合
員
に
発
行

す
る
「
わ
か
ば
カ
ー
ド
」
が

情
報
満
載
の
便
利
な
ア
プ
リ

に
な
っ
た
。
買
物
・
飲
食
・

施
設
利
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

生
活
場
面
で
割
引
や
多
彩
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
、
提

携
先
は
全
国
７
０
０
０
施
設

以
上
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
も

12
万
件
以
上
に
伸
展
し
、
幅

広
い
年
齢
層
に
浸
透
し
て
い

る
。

　
今
後
に
つ
い
て
手
島
理
事

長
は
、
「
〝
安
心
と
生
き
が

い
を
保
障
す
る
〟
と
い
う
基

本
理
念
の
も
と
、
常
に
ニ
ー

ズ
を
感
知
し
生
涯
に
わ
た
っ

て
添
い
続
け
る
地
域
共
済
の

強
み
を
生
か
し
て
い
く
。
そ

の
た
め
に
、
若
年
層
の
加
入

促
進
に
つ
な
が
る
メ
リ
ハ
リ

を
生
か
し
た
保
障
や
、
安
定

収
支
を
実
現
で
き
る
制
度
を

設
計
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
契
約
か
ら
共
済
金
支
払

い
に
至
る
ま
で
の
実
務
の
デ

ジ
タ
ル
化
と
組
合
員
へ
の
丁

寧
な
対
応
を
両
立
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
で
最
も
親

し
ま
れ
る
共
済
を
目
指
し
て

い
く
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
を
直
接
ま
た
は

側
面
か
ら
具
現
化
で
き
る
施

策
と
し
て
、
人
々
の
健
康
や

福
祉
の
推
進
、
環
境
保
全
、

山
や
海
の
資
源
を
守
る
活
動

な
ど
を
組
合
員
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
し

て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
共
済
相
談
も
開
始

手島理事長

　
神
奈
川
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合
（
神
奈
川
県
民
共
済
）
は
、
神

奈
川
県
下
に
お
い
て
遺
族
保
障
を
担
う
〝
総
合
生
命
共
済
〟
を
実
施

す
る
任
意
団
体
と
し
て
、
活
動
を
開
始
し
た
。
１
９
７
３
年
に
は
、

神
奈
川
県
民
を
対
象
に
共
済
事
業
を
行
う
「
神
奈
川
県
民
共
済
生
活

協
同
組
合
」
を
設
立
し
、
先
の
共
済
を
引
き
継
い
で
死
亡
や
入
院
に

備
え
る
新
た
な
生
命
共
済
事
業
を
ス
タ
ー
ト
、
全
国
で
初
め
て
〝
地

域
住
民
を
対
象
と
し
た
共
済
〟
を
つ
く
っ
た
。
そ
の
後
も
保
障
ニ
ー

ズ
や
掛
金
負
担
の
手
ご
ろ
感
を
ベ
ー
ス
に
、
死
亡
・
障
害
・
入
通
院

・
手
術
な
ど
の
保
障
を
メ
ー
ン
と
し
た
主
制
度
、
子
ど
も
専
用
の
共

済
の
ほ
か
、
入
院
関
係
特
約
、
女
性
向
け
共
済
や
生
涯
保
障
な
ど
多

彩
な
共
済
を
開
発
・
提
供
し
て
い
る
。

死
亡
、医
療
、子
ど
も
向
け
な
ど
多
彩
な
共
済

地
域
に
寄
り
添
い
安
心
提
供
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手
ご
ろ
な
掛
金
の
「
県
民
共
済
か
が
や
き
４
０
０
０
」


